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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公表番号】特表2020-531609(P2020-531609A)
【公表日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2020-507578(P2020-507578)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   8/035    (2006.01)
   Ｅ２１Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  17/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    8/035    　　　　
   Ｅ２１Ｂ   21/00     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｆ   17/42     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月26日(2021.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　第９の態様では、本開示は、界面活性剤を提供する。式（ＩＶ）による界面活性剤：
【化１９】

式（ＩＶ）では、Ｒ３は、（Ｃ２－Ｃ５００）アルキルまたはアリールであり、Ｒ４は、
（Ｃ４－Ｃ５００）アルキレンもしくはアリーレン、またはそれらの組み合わせである。
　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　式（Ｉ）の界面活性剤であって、

【化２０】

　式中、
　Ｒ１ａが、－Ｈ、アルキル、またはアリールであり、
　ｘが、２１～４５３の整数であり、
　Ｒ２が、アルキルまたはアリールである、界面活性剤。
　実施形態２
　ｘが、３０～１００から選択される、実施形態１に記載の界面活性剤。
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　実施形態３
　Ｒ１ａが、ラジカル－ＣＨ２－ＣＯ－ＮＨＲ５であり、前記界面活性剤が、式（ＩＩ）
による構造を有し：
【化２１】

　式中、Ｒ５が、アルキル、アリール、アルキル置換アリール、またはアリール置換アル
キルであり、Ｒ２およびｘが、式（Ｉ）で定義される、実施形態１に記載の界面活性剤。
　実施形態４
　ｘが、３０～４０であり、Ｒ２およびＲ５が、独立して、メチル、エチル、１－メチル
エチル、プロピル、ｎ－ブチル、１，１－ジメチルエチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチ
ル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、デュオデシル基から選択される（Ｃ１－Ｃ

１２）ヒドロカルビルである、実施形態３に記載の界面活性剤。
　実施形態５
　ｘが、３２であり、Ｒ２およびＲ５の両方が、ｎ－オクチルである、実施形態３に記載
の界面活性剤。
　実施形態６
　油系掘削流体であって、
　油相と、
　水相と、
　少なくとも１つの式（ＩＩＩ）の界面活性剤と、を含み、
【化２２】

　式中、
　Ｒ３が、（Ｃ２－Ｃ５００）アルキルまたはアリールであり、
　Ｒ４ａが、（Ｃ４－Ｃ５００）アルキルまたは（Ｃ４－Ｃ５００）ヘテロヒドロカルビ
ルである、油系掘削流体。
　実施形態７
　Ｒ３が、１５個の炭素を有する線状非分岐アルキルであり、Ｒ４ａが、ｎ－ブチルであ
る、実施形態６に記載の油系掘削流体。
　実施形態８
　Ｒ４ａが、ラジカル－Ｒ４ｂ－ＮＨ２であり、前記界面活性剤が、式（ＩＶ）による構
造を有し、
【化２３】

　式中、
　Ｒ３が、（Ｃ２－Ｃ５００）アルキルまたはアリールであり、
　Ｒ４ｂが、（Ｃ４－Ｃ５００）アルキレンまたはアリーレンである、実施形態６に記載
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の油系掘削流体。
　実施形態９
　式（ＩＶ）による界面活性剤であって、
【化２４】

　式中、
　Ｒ３が、（Ｃ２－Ｃ５００）アルキルまたはアリールであり、
　Ｒ４が、（Ｃ４－Ｃ５００）アルキレン、アリーレン、またはそれらの組み合わせであ
る、界面活性剤。

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の界面活性剤であって、

【化１】

　式中、
　Ｒ１ａが、－Ｈ、アルキル、またはアリールであり、
　ｘが、２１～４５３の整数であり、
　Ｒ２が、アルキルまたはアリールである、界面活性剤。
【請求項２】
　ｘが、３０～１００から選択される、請求項１に記載の界面活性剤。
【請求項３】
　Ｒ１ａが、ラジカル－ＣＨ２－ＣＯ－ＮＨＲ５であり、前記界面活性剤が、式（ＩＩ）
による構造を有し：
【化２】

　式中、Ｒ５が、アルキル、アリール、アルキル置換アリール、またはアリール置換アル
キルであり、Ｒ２およびｘが、式（Ｉ）で定義される、請求項１に記載の界面活性剤。
【請求項４】
　ｘが、３０～４０であり、Ｒ２およびＲ５が、独立して、メチル、エチル、１－メチル
エチル、プロピル、ｎ－ブチル、１，１－ジメチルエチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチ
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ル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、デュオデシル基から選択される（Ｃ１－Ｃ

１２）ヒドロカルビルである、請求項３に記載の界面活性剤。
【請求項５】
　ｘが、３２であり、Ｒ２およびＲ５の両方が、ｎ－オクチルである、請求項３に記載の
界面活性剤。
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